































































































































































































































































































































表 指導計画（Ａ Ｂ Ｃは表 の実践Ａ 実践Ｂ 実践Ｃをさす）
※ 「高齢者にふさわしい衣服」の授業内容を一部改善して行った。
※ 介護保険制度など福祉の内容を加えて行った。
平成 30 年度 実践的地域共育推進事業概要活動報告書 
実践研究課題：新学習指導要領に対応した「高齢者」授業の創造 
－衣食住生活の内容と関連づけて－   
 智辯学園和歌山中学校 西岡 真弓 
和歌山大学教育学部（被服学） 今村 律子 
（住居学） 村田 順子 















勤務校である智辯学園和歌山中学校（3 年生）と開智高等学校（1 年生）の 2 校で実践した。 
また、学部授業「中等家庭科教育法Ｂ」の中で教材開発研究の内容として講義をしたり、実際の授業を学生
に見せたりすることで、研究の成果を学生に還元した。 
表 年 月～ 年 月の活動
年月 内容 備考
年 月～ 月 智辯学園和歌山中学校での実践（実践Ａ）
年 月～ 月 開智高等学校での実践（実践Ｂ） 今村 授業参観・協議
年 月～ 月 開智高等学校での実践（実践Ｃ） 今村 授業参観・協議
村田 学生 名授業参観・協議
年 月 中等家庭科教育法Ｂ 実地指導講師 学生 名受講
年 月～ 月 智辯学園和歌山中学校での実践（実施中）
３．授業実践
（１）指導計画
2018 年 1 月～11 月に各校で実
践した指導計画は表 2 の通りで




材 4 ※1）と追加した 3 時間（小
題材 5～7）の実践について報告
する（表中の網掛け部分）。
小題材名 学習内容 Ａ Ｂ Ｃ
１．高齢者を理解し
よう①
高齢者へのイメージを考える。
高齢者の体と心の特徴を知る。
１ｈ
１ｈ １ｈ
２．高齢者を理解し
よう②
高齢者体験をする。
１ｈ
３．高齢者の衣生活
を知ろう
高齢者の衣生活問題の原因を考え
る。
１ｈ １ｈ １ｈ
４．高齢者にふさわ
しい衣服を考えよう
高齢者の快適‣安全な衣服を考える
衣服の心理に及ぼす影響を知る。
１ｈ
１ｈ
※１
１ｈ
※１
５．高齢者が生き生き
と自立するために
社会で活躍する高齢者を知る。
高齢者と共に生きる社会を考える。
１ｈ
１ｈ
※
１ｈ
※
６．磯野家をリフォ
ームしよう①
高齢者の住生活の不自由さや家庭内
事故につながる問題点を知る。
１ｈ １ｈ
７．磯野家をリフォ
ームしよう②
高齢者が快適・安全に生活できる住
まいを考える。
１ｈ １ｈ
